
学校番号 3016 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数物理 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校「改訂版 物理基礎」 （数研出版） 

副教材等 四訂版 リードα 物理基礎・物理 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・予習よりも復習に重点をおいて学習してください。 

・次の授業までに、前回の授業を復習し、疑問点は質問するなりして解消してください。 

・授業用のノートを用意してください。 

・問題集は、解ける問題は日頃からコツコツ解いておいてください。また、問題集用のノートまた

は、ルーズリーフを作っておくことを薦めます。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動とさまざまなエネルギーへの関心を高め，目的

意識をもって観察などを行い，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的

な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心をもち，意欲的にそ

れらを探究しようと

するとともに，科学的

態度を身に付けてい

る。 

自然の事物・現象の中

に問題を見出し，探究

する過程を通して，事

物を科学的に考察し，

導き出した考えを的

確に表現している。 

観察，思考実験など

を行い，それらの過

程や結果を的確に整

理し，自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

自然の事物・現象に

ついて，基本的な概

念や原理・法則を理

解し，知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察，問答 学習状況の観察，問

答，定期考査の結果 

学習状況の観察，問

答，定期考査の結果 

学習状況の観察，問

答，定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 
 

期 
 

（ 

前 
 

半 

） 

序
章 

 

物理量の測定と扱い方 

・物理量，数値，数式のそれ

ぞれの表し方を理解する。 

・誤差と有効数字を理解し，

測定値の計算に取り組む。 

  

○ 

  

 

 

○ 

a: 物理の基礎となる内容につい

て，意欲的に学習しようとする。 

b: 誤差が生じる原因を理解し，

有効数字の桁数を考えることが

できる。 

c: 教科書の長さを複数名で測

定し，誤差が生じることを確認

する。 

d: 有効数字の意味を理解し，測

定値の計算ができる。 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 

力 

と 

運 

動 

 

物体の運動 

・物体の変位や速度などの表

し方について，直線運動を

中心に理解する。直線上を

運動している物体の合成速

度や相対速度についても扱

う。 

・直線運動を中心に物体の加

速度を理解する。 

・直線運動を拡張した平面の

運動における位置や変位，

速度，速度の合成・分解，相

対速度，加速度について理

解する。 

・自由落下や鉛直投げ上げ

の内容を確認し，水平投射

や斜方投射のそれぞれの運

動について理解する。 

・物体が空中を落下するとき

のようすを調べ，空気抵抗の

特徴について理解する。 

力のはたらきとつりあい 

・物体にさまざまな力がはたら

くことを理解する。 

・物体にはたらく力の合成・分

解をベクトルを用いて扱う。 

・作用・反作用を扱い，つりあ

う２力との違いを理解する。 

・水圧と浮力の関係について

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 変位・速度・加速度の関係に

ついて，科学的に理解する意

欲をもって学習に取り組む。 

物体が落下するときのようす

などに関心をもち，それらの現

象を物理的に考えようとする。 

力のはたらきを物理的にとら

えようとする。 

b: 物体の運動を表す変位や速

度，加速度などを，その公式か

ら考えることができ，ベクトルを

用いても理解することができる。 

落下する物体の速度を分解

して，定量的にそれぞれの運

動を考えることができる。 

物体にはたらく力を，ベクトル

を用いて合成，分解することが

できる。 

c: 速度と時間の関係から加速

度を求め，自動車の各瞬間に

おける加速度を調べる。 

d: 物体の運動に関し，変位や

速度，加速度などについての

基本的な公式を理解する。 

落下する物体の運動は，鉛

直下向きの加速度をもつ等加

速度運動であることを理解す

る。 

力の合成・分解，つりあいを

理解する。 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 



学 

期 

単
元
名 

 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 
 

期 
 

（ 

後 
 

半 

） 

力 

と 

運 

動 

 

運動の法則 

・運動の 3 法則について観察

や実験を通して理解する。 

・運動方程式の立て方につい

て学習し，斜面上の運動，

連結した物体の運動など，さ

まざまな運動状態における

運動方程式の立て方を理解

する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a: 物体の運動に興味を示し，

その法則性を物理的に理解し

ようとする。 

b: 物体にはたらくすべての力を

求め，物体ごとに運動方程式を

考える。 

c: おもりをつるした糸の引き方

によって，おもりの慣性につい

て調べる。 

d: いろいろな条件のもとで，物

体のはたらく力を求め，運動方

程式を立てることができる。 

摩擦力の大きさを計算で求

められる。 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 

エ 

ネ 

ル 

ギ 

ー 

 

仕事と力学的エネルギー 

・仕事，仕事の原理，仕事率

を学習し，物理における｢仕

事｣について理解する。 

・運動エネルギー，重力によ

る位置エネルギー，弾性力

による位置エネルギー，保

存力を学習し，運動エネル

ギーや位置エネルギーの変

化について，式を用いて理

解する。 

・力学的エネルギーの保存に

ついて理解する。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: ｢仕事｣に関心をもち，仕事を

物理量として考えようとする。 

b: 仕事とエネルギーの変化に，

どのような関係があるか考えるこ

とができる。 

物体の力学的エネルギーと，

保存力以外の力がする仕事と

の関係を考える。 

c: 力と移動距離の関係を実験

を通して確認し，道具を用いた

場合でも，仕事の量は変わらな

いことを理解する。 

d: 重力のみがはたらく場合，運

動エネルギーと位置エネルギ

ーがどのように変化するか理解

する。 

弾性エネルギーの公式を理

解する。 

動摩擦力がはたらくとき，動

摩擦力がした仕事の量だけ力

学的エネルギーが減少すること

を理解する。 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

 

＊ ＊ ＊ 



学 

期 

単
元
名 

 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後 
 

期 
 

（ 

前 
 

半 

） 

エ 

ネ 

ル 

ギ 

ー 

熱とエネルギー 

・熱運動，セルシウス温度，絶

対温度を学習し，温度につ

いて理解する。 

・熱と熱量を学習した後，熱

平衡，潜熱，比熱，熱容量，

熱量の保存について理解す

る。 

・熱と仕事が同等であることを

学習し，内部エネルギー，熱

力学の第 1 法則を理解す

る。 

・さまざまなエネルギーの移り

変わりを学習したのち，エネ

ルギーの保存について理解

する。 

・熱機関と熱効率を学習し，

可逆変化と不可逆変化につ

いて理解する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 日常よく使われる｢温度｣に関

心をもち，温度と熱との関係を

物理的に考える。 

b: 温度の異なる物体が接すると

熱が移動すること，物体によっ

て温まり方が異なることなど，熱

の移動に関することを考えること

ができる。 

熱機関を学習し，熱のすべ

てを仕事に利用できないことを

理解する。 

c: 外部と熱のやり取りがないと

き，熱量の保存から物質の比熱

を測定できることを理解する。 

d: 熱力学の第 1 法則より，物体

の内部エネルギーの変化と，物

体が外部から受ける熱，仕事と

の関係を理解する。 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 

波 

動 

 

波の性質 

・正弦波と波，振幅，波長，周

期，振動数，媒質の振動な

ど，波の要素について学習

する。 

・横波，縦波の特徴や，波の

エネルギーについて理解す

る。 

・重ねあわせの原理，波の独

立性，定常波，波の反射，

固定端反射，自由端反射に

ついて学習する。 

・正弦波の式，位相について

理解する。 

・水面波の干渉を学習し，ホ

イヘンスの原理，平面波の

反射・屈折，波の回折など，

波の伝わり方について理解

する。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a: 身近に見られる波に興味を

示し，波が移動するとき何が伝

わっているか考える。 

b: 横波，縦波を学習し，波の特

徴をイメージすることができる。 

波が重なりあうときのようすを

イメージすることができる。 

波の反射を学習し，固定端と

自由端についての違いを理解

する。 

c: 水波投影装置を用いて，波

の干渉のようすを観察し，干渉

条件を確認する。 

d: 波の速さや振動数，波長な

ど，基本的な波に関する物理

量を理解する。 

正弦波の式と位相を定量的

に理解する。 

平面波の反射，屈折におけ

る各物理量を計算し，回折のし

くみを理解する。 

 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後 
 

期 
 

（ 

後 
 

半 

） 

 
 

半 

） 

波 

動 

音波 

・音の速さ，音の 3要素，音の

反射，うなりなど，音波の性

質や伝わり方について理解

する。 

・共振，共鳴，弦の固有振

動，気柱の共鳴など，物体

の振動について学習する。 

・反射･屈折･回折･干渉など，

音波の性質や伝わり方につ

いて理解する。 

・波源の移動と波長の変化を

学習し，音源や観測者が動

くさまざまな場合のドップラ

ー効果について，式を用い

て理解する。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a: 音や光が伝わるようすに関心

をもち，波としてどのような性質

をもつかを考えようとする。 

b: ギターやトランペットなど，楽

器から出る音のしくみなどに関

心をもち，共振・共鳴について

考える。 

身近な現象と結び付けてドッ

プラー効果を理解し，波長や振

動数の変化を物理学的にとら

えようとする。 

c: うなりのようすを観察し，音の

大小が繰り返されることを理解

する。 

気柱の共鳴から，振動数と，

共鳴する位置の関係を理解す

る。 

d: 弦が振動するときのしくみ

や，共鳴管が共鳴するしくみを

理解し，共振，共鳴の公式を利

用することができる。 

音源や観測者が動く場合の

音波の波長や振動数の変化に

ついて，式を用いて理解する。 

学習状況の

観察，問答，

定期考査の

結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


